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はじめに　 

2024年1月1日に発生した令和6年能登半島地震の震源断層は，能登半島北岸沿いに分布するセグメント（猿山

沖セグメント，輪島沖セグメント，珠洲沖セグメント）（井上・岡村，2010）が活動したものである可能性

が高いとされており，陸域では4mを超える隆起が確認されている（国土地理院，2024）。本研究では，地震

後に能登半島北部全域で航空レーザ計測を行い，地震前後の点群データを用いて，広範囲の面的な地震時隆起

量を調査した。また，能登半島沿岸の海棲生物指標を用いた隆起量調査等のデータも加え，令和6年能登半島

地震に伴う地形変化の特徴について報告する。  

 

データ　 

解析に使用した航空レーザ計測データは，沿岸部を2024年2～3月，山間部については雪解け後の2024年5月

に計測を行った。地震前後の隆起量の推定にはCCICP(Classification and Combined Iterative Closest

Point)手法を用い，本研究では， 50mメッシュで解析を実施した。なお，地震前のデータは2007～2010年に

北陸電力が取得した航空レーザ計測データを使用したため，東北地方太平洋沖地震や2023年5月5日に発生し

た石川県能登地方の地震による影響を含んでいる。 

　海棲生物指標を用いた隆起量調査については，小林ほか（2024）で報告されており，本研究では，それら

に追加して富山湾に面した沿岸部で現地調査を行った。  

 

結果・考察　 

CCICP手法により算出した隆起量うち，最も大きな隆起は猿山沖セグメント西部の輪島市門前町吉浦～鹿磯付

近で約4～5.5mとなり，次いで輪島沖セグメント東部付近の珠洲市大谷町～長橋町付近で約2～2.5mが確認さ

れた。それ以外のエリアの隆起量は約0～2mであった。北岸エリアの水平成分については，西～西北西方向に

約1～2mの変動量を示し，猿山沖セグメント西部と輪島沖セグメント東部付近で鉛直成分の割合が大きく，輪

島沖セグメント西部～猿山沖セグメント東部付近では水平成分の割合が大きくなる傾向が見られた。 

　沿岸部における隆起量については，航空レーザ計測データの地震前後の差分値に基づく隆起量と海棲生物指

標を用いた隆起量は調和的な傾向が認められた。発表では内陸部の隆起量の変化について検討し，能登半島北

部における全体的な変動傾向について考察を行う予定である。  
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